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令和２年12月5日（土）長野市民芸術館「展示ホール」（長野市）において、「第４３回長野県児童・
生徒木工工作コンクール表彰式」が、受賞者やその関係者の皆様のご参加により開催されました。

今年度は、コロナ禍の影響で例年より出品数は若干減少しましたが、どれも素晴らしい作品が出品
されました。

表彰式では、受賞者へ県産スギ材の木製賞状が贈呈されました。

「第４３回長野県児童・生徒木工工作コンクール表彰式」

「森の音楽隊」 「雲海の龍神」 Tensegrity lamp
（テンセグリティ ランプ）
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平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
３
期
長

野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税（
通
称
：
森
林

税
）で
は
、
里
山
に
多
く
の
人
が
関
わ
り
、

親
し
み
を
深
め
る
こ
と
を
通
じ
て
森
林
の

手
入
れ
が
進
む
よ
う
、「
里
山
整
備
利
用

地
域
」
※
制
度
を
活
用
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
行
う
里
山
の
整
備
・
利
用
等
の
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

里
山
の
整
備
・
利
用
と
一
口
で
言
っ
て

も
、
様
々
な
活
動
が
あ
り
ま
す
。
間
伐
や

除
伐
等
の
森
林
整
備
の
他
、
き
の
こ
や
山

菜
の
栽
培
、
薪
づ
く
り
。
あ
る
い
は
遊
歩

道
の
整
備
や
、
憩
い
の
場
や
景
観
を
楽
し

む
場
所
づ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
に
森
林
の

大
切
さ
を
伝
え
る
活
動
等
々
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
効
果
的
に
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
役
の
存

在
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
地
区
の
役
員
の

方
や
、森
林
整
備
に
関
心
の
あ
る
方
。「
地

区
の
山
を
何
と
か
し
た
い
が
、
具
体
的
な

や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
」
等
の
お
悩
み
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、「
地
区
の
皆
に

も
っ
と
里
山
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

等
の
願
い
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

に
は
里
山
で
の
活
動
に
関
す
る
様
々
な
ノ

ウ
ハ
ウ
の
他
、
皆
さ
ん
が
安
全
に
活
動
す

る
た
め
の
知
識
や
技
術
講
習
も
必
要
で

す
。

　

こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
森

林
税
を
活
用
し
た
「
里
山
整
備
利
用
地
域

リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
」
に
よ
り
、
県
内
各

地
で
研
修
会
・
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

※
里
山
整
備
利
用
地
域
と
は

地
域
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ
ん
が
、
主
体
的
に
里
山
の
整
備
・
利
用
に
取
り

組
む
地
域
を
、
市
町
村
長
の
申
出
に
基
づ
き
「
長
野
県
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く
り
条

例
」
第
26
条
に
よ
り
知
事
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

認
定
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
活
動
を
担
う
地
域
住
民
等
の
関
係
者
で
「
里
山

整
備
利
用
推
進
協
議
会
」
を
組
織
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
２
年
11
月
末
現
在
、
92
地
域
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
森
林
税
に
よ
る
様
々
な

支
援
策
を
活
用
し
な
が
ら
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
里
山
整
備
利
用
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
」
で
は
、
個
々
の
里
山
整
備
利
用
地

域
の
活
動
の
た
め
の
研
修
会
等
の
他
、
こ
れ
か
ら
里
山
整
備
利
用
地
域
の
認
定
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
る
地
域
や
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
候
補
者
向
け
の
研
修

会
・
講
習
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
長
野
県
か
ら（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会
へ
の
委
託
に
よ
り

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
普
及
協
会
で
は
、
各
地
域
振
興
局
や
地
域
の
関
係
者
等

と
相
談
、
協
力
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研
修
を
随
時
企
画
し
、
実

施
し
ま
す
。

■ 

主
催
者
： （
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会
、
里
山
整
備
利
用
推
進
協
議
会
、

地
域
振
興
局
林
務
課　

等

■ 
講　

師
： 

長
野
県
林
業
士
や
先
進
地
域
の
実
践
者
等
、
里
山
の
整
備
・
利

活
用
に
関
す
る
知
識
・
経
験
を
有
す
る
者

■ 

経
費
支
援
： 

研
修
に
必
要
な
講
師
謝
金
、
消
耗
品
等
の
経
費
を
森
林
税
に
よ

り
支
援

里山の整備・利用を支える皆さんの学びを応援します！
～里山整備利用地域リーダー育成事業のご紹介～

研
修
の
実
施
方
法

長野県森林づくり県民税ＰＲキャラクター　里やんと山ちゃん
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【
信
州
の
木
活
用
課
　
林
業
経
営
支
援
係
】

「
う
ち
の
地
域
で
も
講
習
会
を
実
施
し
た
い
」

「
こ
ん
な
内
容
の
研
修
は
で
き
な
い
か
」
等
の

ご
相
談
が
あ
り
ま
た
ら
、
左
記
の
窓
口
ま
で 

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
年
度
内
に
開
催
で
き
る
研
修
回
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
解

く
だ
さ
い
。

■　
（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会（
０
２
６
─
２
２
６
─
５
６
２
０
）

■　

各
地
域
振
興
局
林
務
課

■　

林
務
部
信
州
の
木
活
用
課（
０
２
６
─
２
３
５
─
７
２
６
７
）

森
を
ど
の
よ
う
に
育
て
、
木
材
を
生

産
し
、
ま
た
は
森
を
利
用
す
る
か
。

入
り
口
の
話
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

（
里
山
整
備
講
習
会
）

今
回
は
炭
焼
き
の
原
理
を
学
べ
て

興
味
深
く
思
い
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
に
ぜ
ひ
こ
の
学
習
を

生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。　

�

（
特
用
林
産
活
用
講
習
会
）

普
段
使
っ
て
い
る
機
械
の
こ
と
を
、

改
め
て
勉
強
で
き
て
よ
か
っ
た
。　

�

（
刈
払
機
講
習
会
）

お
問
合
せ
先

こ
ん
な
研
修
会
・
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す

研
修
参
加
者
の
声
　
～ 

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り 

～

【その他の主な実施例】　※計画中のものを含む

チェーンソー安全作業講習会　／　ロープ高所作業（樹上）講習会　／　里山の防災研修
熊を寄せ付けない地域づくり講習会　／　竹林整備講習会　／　チェーンソーアート研修
林産物活用研修会（スウェーデントーチ他）　／　松の採取と松飾りづくり研修会　他

公民館に拠点を置く「薪の会」が主体と
なり、森林資源を薪として利用すること
の意義を学ぶとともに、薪割機の安全な
使い方について講習を行いました。

木の成長の状況等を把握する「山の見方」や、森づくりの目的に
よって手入れの方向性が変わることを学びました。
県内各地の里山整備利用地域等の関係者が参加しました。

共有林の刈払作業参加者を対象に、刈払機を使った安全作業につ
いてテキストと実技による講習を行いました。
地元在住の若手林業士が講師を務めました。

正しい知識で

＼　安全作業！　／　

薪割講習会

里山整備講習会 刈払機安全講習会

子どもたちの遊び場としての森林を安全
かつ自然あふれる形で整備する方法につ
いて、保育士・保護者・林業関係者等が
共に学びました。

やまほいくフィールド講習

積み木を通じて木のぬくもりを実感し、
木材や林業への関心を高める「木育」活
動を、親子や保育士に体験してもらいま
した。

木育活動研修
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トピックス

　

中
野
市
立
高
社
小
学
校
は
、４
小
学
校
が
統
合
し
今
年
４
月
に
開
校
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
児
童
の
自
主
性
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
様
々
な
ク
ラ
ブ

活
動
を
行
って
い
ま
す
。

　

そ
の一つ
と
し
て
、
今
年
度
は
４
年
生
か
ら
５
年
生
の
11
名
が
木
工
ク
ラ
ブ
に
よ

り
巣
箱
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

森
林
・
林
業
の
プ
ロ
集
団
「
北
信
州
の
森
林
と
家
を
つ
な
ぐ
会
」
の
会
員
が
講

師
を
務
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
三
密
回
避
な
ど
し
っ
か
り
コ
ロ
ナ
対
策
を
行
っ
た
上
で

活
動
し
ま
し
た
。　

　

初
回
は
ス
ギ
板
材
への
線
引
き
、
２
回
目
は
ノ
コ
ギ
リ
を
使
って
の
部
材
を
作
り
、

最
後
の
３
回
目
に
く
ぎ
な
ど
で
組
み
立
て
を
行
い
力
作
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
ノ
コ
ギ
リ
や
金
槌
の
使
い
方
が
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、「
上
手
に
完

成
し
た
」「
楽
し
か
っ
た
」
と
いっ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

製
作
し
た
巣
箱
は
、各
自
で
持
ち
帰
り
自
宅
周
辺
の
樹
木
に
設
置
す
る
予
定
で
、

「
早
く
鳥
が
入
ら
な
い
か
な
」
と
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

【
長
野
県
北
信
地
域
振
興
局
　
林
務
課
】

　

11
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
の
３
日

間
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
の
各

木
材
セ
ン
タ
ー
に
て
、
当
会
の
販
売

事
業
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
記

念
市
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
防
止
対
策
の
観
点
か

ら
、
式
典
等
は
省
略
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
森
林
組
合
を
は
じ

め
、
多
く
の
出
荷
者
様
か
ら
優
良
材

を
ご
出
品
い
た
だ
き
、
無
事
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者

の
皆
さ
ま
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。�

　

中
信
木
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
16
日
に

開
設
58
周
年
記
念
市（
第
１
０
４
９
回

市
売
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。
キ
リ
2.0
ｍ

（
末
口
70
㎝
）１
４
３
，
５
０
０
円
／
㎥

な
ど
、
広
葉
樹
を
中
心
に
堅
調
な
需
要

が
あ
り
、
高
値
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
販

売
量
は
４
，
７
３
４
㎥
、
売
上
高
は 

４
，
７
６
０
万
円
で
し
た
。

　

伊
那
木
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
17
日
に

開
設
59
周
年
記
念
市（
第
１
０
４
７
回

市
売
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
然
の
ヒ

ノ
キ
4.0
ｍ（
末
口
66
㎝
）35
万
円
／
㎥
な

ど
、
ヒ
ノ
キ
の
元
玉
や
サ
ワ
ラ
、
広

葉
樹
の
良
材

を
中
心
に
高
値

が
見
ら
れ
ま
し

た
。
販
売
量
は

２
，０
６
８
㎥
、

売
上
高
は
２
，

６
０
０
万
円
で

し
た
。

　

北
信
木
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
18
日
に

開
設
62
周
年
記
念
市（
第
１
０
８
１
回

市
売
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
齢
級
の

ス
ギ
5.0
ｍ
（
末
口
92
㎝
）15
万
円
／
㎥
、

信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
4.0
ｍ
（
末

口
44
㎝
）３
万
６
千
円
／
㎥
、
サ
ク
ラ

2.0
ｍ（
末
口
50
㎝
）５
万
５
千
円
／
㎥
な

ど
大
径
良
材
を
中
心
に
高
値
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
販
売
量
は
７
，
３
３
９
㎥
、

売
上
高
は
６
，
８
０
０
万
円
で
し
た
。

【
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
】

巣
箱
づ
く
り
～
地
元
ス
ギ
材
を
活
用
～

令和2年度記念市を開催しました

〇 協力しながらの部材づくり

〇 完成した作品
どんな鳥の家になるかな？

伊
那
木
材
セ
ン
タ
ー

北
信
木
材
セ
ン
タ
ー

中
信
木
材
セ
ン
タ
ー

キリ

スギ

市売の様子

ヒノキ
信州プレミアムカラマツ
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トピックス

意
向
調
査
の
結
果
、
市
町
村
が
管
理
す
る
と
判
断
し
た
森
林
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
が
、
存
続
期
間
や
経
営
管
理
の
内
容
等
に
つ
い
て
森
林
所
有
者
と
協

議
し
た
上
で
案
を
作
成
し
、
森
林
所
有
者
や
関
係
権
利
者
か
ら
同
意
を
得
て

「
経
営
管
理
権
集
積
計
画
」
を
作
成
し
ま
す
。

作
成
し
た
集
積
計
画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
市
町
村
の
公
報
で
公
告
・
縦
覧

す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
所
有
者
の
委
託
を
受
け
て
立
木
の
伐
採
及
び
木
材

の
販
売
、
造
林
並
び
に
保
育
を
実
施
す
る
た
め
の
権
利
で
あ
る
「
経
営
管
理

権
」
が
市
町
村
に
設
定
さ
れ
ま
す
。

 　

当
財
団
で
は
、
林
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
長
野
県
等
と
連
携
し
て
、
委
託
募
集

と
な
る
共
同
就
職
説
明
会
を
、
去
る
11
月
15
日（
日
）に
長
野
市
の
ト
イ
ー
ゴ
内
の
長
野
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
あ
る
と
と
も
に
初
め
て
の
会
場
で
の
開
催
と
な
り
、
感
染
予
防

対
策
を
と
り
つ
つ
、
例
年
と
少
し
違
っ
た
説
明
会
と
な
り
ま
し
た
。
23
事
業
体
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
県
外
か
ら
の
10
名
を
含
め
、
41
名
の
参
加
者
に
よ
り
、
無
事
、
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
す
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

併
催
し
た
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
9
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
労
働
局
、
県
林

務
部
、
県
林
業
大
学
校
の
皆
様
に
ご
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
立
建
機

日
本（
株
）の
ご
協
力
で
最
新
ハ
ー
ベ
ス
タ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
体
験
ブ
ー
ス
で
機
械

化
林
業
のPR

を
行
い
、
林
務
部
よ
り
お
借
り
し
た
林
野
庁
の
平
田
美
紗
子
さ
ん
の
ポ
ス

タ
ー
に
よ
り
林
業
の
紹
介
も
行
い
ま
し
た
。

　

就
業
を
希
望
さ
れ
た
方
は
、
県
外
5
名
を
含
め
た
18
名
の
応
募
が
あ
り
、
採
用
の
結
果

を
待
つ
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。減
少
し
続
け
て
い
る
現
場
技
能
者
の
確
保
は
急
務
で
す
。

今
回
の
説
明
会
で
も
求
人
数
は
38
名
、
応
募
者
数
を
有
効
求
職
者
数
と
す
る
と
、
有
効
求

人
倍
率
は
、
2.1
倍
と
い
う
高
倍
率
と
な
り
、
林
業
界
に
お
い
て
は
人
手
不
足
が
続
い
て
い

ま
す
。
林
業
事
業
体
に
お
い
て
は
、
就
業
環
境
を
整
え
人
材
を
育
成
す
る
体
制
を
充
実
さ

せ
、
自
社
の
発
展
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
心
よ
り
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

最
後
に
、
第
2
回
共
同
就
職
説
明
会
を
令
和
３
年
２
月
11
日（
木
）の
建
国
記
念
日
に
同

じ
会
場
に
て
開
催
す
る
予
定
で
い
ま
す
の
で
、
関
係
す
る
皆
様
の
、
更
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【（
一
財
）長
野
県
林
業
労
働
財
団
】

共
同
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

共同就職説明会での事業体ブース

森林の仕事ガイダンス（相談会）

な
っ
と
く
！

森
林
経
営
管
理
制
度

そ
の
７

～
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
な
ど
の

　
疑
問
に
森
林
経
営
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
が
お
答
え
し
ま
す
～

経
営
管
理
権
集
積
計
画
の
策
定
方
法
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ Ｑ

森
林
経
営
管
理
制
度
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

　

長
野
県
林
務
部
森
林
政
策
課
森
林
経
営
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

電
話　

０
２
６-

２
３
５-

７
２
６
４（
直
通
）

　
　

E
-m
ail…:…shinrin-kanri@

pref.nag
ano.lg

.jp

森林で行う経営管理の内容等の計画記載事項に
ついて森林所有者と協議します。
その際、隣接地との境界が明確となっているか、
関係権利者がいるかを確認します。

森林所有者と協議した内容で、経営管理権集積
計画の案を作成するとともに、委託を受ける箇
所の図面を作成します。

作成した経営管理権集積計画の案について、森
林所有者や関係権利者から同意を得ます。

【策定方法】次の取組を市町村が実施します。

経営管理権集積計画等の記載事項

・経営管理（実施）権の対象となる森林の所在

・森林所有者の氏名又は民間事業者の氏名若しくは名称

・設定する経営管理（実施）権の始期、存続期間※

・経営管理の内容

・伐採後の造林及び保育の方法

・森林所有者及び市町村に支払う金額の算定方法　等

※存続期間の上限下限はない。（経営管理権設定の特
例の場合は上限50年）
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トピックス

「
原
木
き
の
こ
生
産
者
座
談
会
」と�

「
特
用
林
産
活
用
講
習
会
」を
開
催
し
ま
し
た

　

11
月
6
日（
金
）長
野
県
林
業
総
合

セ
ン
タ
ー
で
、
特
用
林
産
物
に
関
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
午
前
中
に
行
わ
れ
た
原
木
き

の
こ
生
産
者
座
談
会
は
、「
コ
ロ
ナ

禍
で
す
が
、
た
ま
に
は
、
原
木
き
の

こ
生
産
者
の
み
な
さ
ん
で
話
し
ま
せ

ん
か
」
と
い
う
ゆ
る
い
テ
ー
マ
で
の

車
座
ト
ー
ク
を
原
木
し
い
た
け
生
産

者
と
特
用
林
産
担
当
の
林
業
普
及
指

導
員
及
び
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
研

究
員
が
参
加
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

生
産
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
原
木

確
保
の
難
し
さ
や
生
産
と
販
売
で
の

取
組
状
況
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
に
林
地
肥
培
に
よ
る
原
木
造

成
は
、
今
後
の
原
木
不
足
対
策
の
ヒ

ン
ト
と
な
る
話
題
で
、
参
加
者
の
間

で
熱
を
帯
び
た
車
座
ト
ー
ク
と
な
り

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
開
催
さ
れ
た
特
用
林
産

活
用
講
習
会
は
、
製
炭
、
山
菜
栽
培
、

精
油
採
取
を
一
度
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
毎
年
好
評
の
講
習
会
で
す
。
今

回
は
、
ペ
ー
ル
缶
窯
で
の
製
炭
、
人

気
の
高
い
タ
ラ
ノ
キ
の
栽
培
実
習
、

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た

タラノキ栽培実習

ペール缶式精油採取装置

原木きのこ生産者座談会

ペール缶炭窯での製炭

　
（
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協
会
・
日
本

林
道
協
会
主
催
の
令
和
二
年
度
治
山
・
林

道
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、
十
一
月

十
九
日
、東
京
都「
赤
坂
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス 

ザ
・
エ
ア
ー
」
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
左
記
の
通
り
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

◇
第
四
十
三
回
林
道
維
持
管
理
コ
ン
ク
ー
ル

　

 

農
林
水
産
大
臣
賞

　
　

釜
沢
線　

大
鹿
村
長　

柳
島 

貞
康

◇
第
二
十
一
回
民
有
林

　
　
治
山
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

　

 （
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞

　
　
　

平
成
三
十
年
度
復
旧
治
山
事
業

　
　
　

第
十
七
―
一
号
工
事
（
栄
村
）

　
　
　

北
信
地
域
振
興
局　

林
務
課

＊
災
害
発
生
の
広
域
・
同
時
多
発
化
へ

　
　

対
応
す
る
た
め
の
治
山
事
業
の
推
進

＊
森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
を

　
　

促
進
す
る
た
め
の
路
網
整
備
の
推
進

長
野
県
治
山
林
道
協
会 

会
長 

羽
田
健
一郎

事
務
局　

〒
３
８
０
―
８
５
６
７

　
　
　
　

長
野
市
岡
田
町
30
―
16

　
　
　
　
　

長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
内

 

（
０
２
６
）２
２
８
―
５
５
７
１

令
和
二
年
度

治
山
・
林
道�

�

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

ペ
ー
ル
缶
式
精
油
採
取
装
置
に
よ
る

精
油
づ
く
り
な
ど
里
山
で
手
軽
に
取

り
組
め
る
内
容
で
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
身
近
な
里
山
整
備
の
ア
イ
テ
ム

と
し
て
活
用
し
た
い
と
の
多
く
の
意

見
や
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

 

【
長
野
県
特
用
林
産
振
興
会
】



県森連だより
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　11
月
19
日
、
北
安
曇
郡
池
田
町
に

て
、
令
和
2
年
度
長
野
県
林
業
職
員

協
会
県
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
長

野
県
林
業
職
員
協
会
・
長
野
県
森
林

組
合
連
合
会
共
催
）。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
参
加
者
に
検
温
・
消
毒

に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
無
事
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　当
日
は
、
市
町
村
・
森
林
組
合
か

ら
協
会
の
会
員
で
あ
る
49
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
ほ
ぼ
一
日
、
屋
外
で
の

研
修
と
な
り
ま
し
た
が
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
山
の
中
で
も
防
寒
着
が
要

ら
な
い
よ
う
な
暖
か
さ
で
し
た
。

　池
田
町
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
に

て
開
会
式
を
行
っ
た
後
、
現
地
に
移

動
し
、
松
本
地
域
振
興
局
に
よ
る
安

価
で
高
精
度
なGNSS

で
あ
るDG-

Pro1

の
実
機
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
サ
イ
ト
テ
ッ
ク
株
式
会
社

及
び
ク
リ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
リ
バ
ー

ス
社
に
よ
る
産
業
用
ド
ロ
ー
ン
で
の

資
材
運
搬
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
見
学
し
ま
し
た
。

先
ど
り
！ 

未
来
の
林
業

　
～
作
業
の
効
率
化
と
負
担
の
軽
減
を
目
指
し
て
～

　森
林
組
合
及
び
市

町
村
の
職
員
が
会
員

と
な
り
、
民
有
林
の

発
展
を
図
る
た
め
、

会
員
相
互
の
親
睦
な

ら
び
に
林
業
に
関
す

る
知
識
・
技
能
の
研

鑽
に
努
め
、
自
ら
の

社
会
的
・
経
済
的
地

位
の
向
上
を
期
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た

組
織
で
す
。
事
務
局

は
県
森
連
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　例
年
、
役
員
及
び

支
部
長
代
議
員
を
対

象
と
し
た
「
基
本
問

題
研
究
会
」、
会
員
を

対
象
と
し
た
「
県
大

会
」
や
各
種
研
修
会

を
開
催
し
、
実
務
に

お
け
る
課
題
解
決
の

た
め
の
情
報
交
換
の

場
を
設
け
て
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
ま
す
。

長
野
県

林
業
職
員

協
会
と
は

長野県森連 🔍🔍

県森連 HP は
こちらから！

測位の結果を PC で確認します

　大
型
の
ド
ロ
ー
ン
２
機
に
よ
る
林
業
資
材
の
運
搬

飛
行
を
見
学
し
ま
し
た
。
約
20
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
資
材

が
軽
々
と
運
ば
れ
て
い
き
、
参
加
者
か
ら
は
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

産業用ドローン
 産業用に特化したドローンの
ことを指しています。林業に
おいては、山林の測量に用い
られたり、苗木等運搬での活
用が目指されています。

産業用ドローン
デモンストレーション

サイトテック（株）
齊藤代表取締役社長

GNSS（DG-Pro1）
実機体験

　G
NSS

に
つ
い
て
の

説
明
を
聞
い
た
後
、
参

加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
林
内
で
実
際
に

測
位
を
体
験
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
測
位
の
結
果
や

事
前
に
行
わ
れ
た
コ
ン

パ
ス
測
量
結
果
と
の
比

較
を
行
い
ま
し
た
。

DG-Pro1
GPS だけでなく、準天頂衛星
みちびき等の電波が受信でき
るほか、RTK の測位にも対応
しています。スマホの無料ア
プリで簡単に操作できます。

松本地域振興局
古澤主任



令
和
二
年
十
二
月
十
日
発
行
　
長
野
の
林
業
通
巻
三
七
一
号

発
　
行

長
野
の
林
業
編
集
委
員
会

長
野
市
岡
田
町
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
内

事
務
局

電
話
〇
二
六(

二
二
七)
五
〇
一
五

電
話
〇
二
六(

二
二
六)
五
六
二
〇

Ｅ
メ
ー
ル N

agarin-center1@
qa3.so-net.ne.jp

Ｅ
メ
ー
ル rinfukyo@

giga.ocn.ne.jp

（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会

（
一
社
）長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー

長野県の木材市況

樹　
種

長さ 
（m） 規格 末口径 

（㎝）
高値 

（円 / ㎥）
平均値 

（円 / ㎥）
平均石値 
（円） 備　考

ひ
の
き

3.0

直 14 13,000 12,000 3,360 　
元直 16 15,000 14,000 3,920 　

込 18 ～ 24 16,000 15,000 4,200 　
込 26 ～ 28 12,000 10,500 2,940 　
込 30 上 16,500 13,500 3,780 　

中込 16 ～ 22 12,000 11,000 3,080 　
込 24 ～ 28 12,000 10,000 2,800 　
込 30 上　 　 　 0 　

4.0

元直 16 ～ 22 17,500 15,000 4,200 　
元 24 ～ 28 24,500 18,500 5,180 　

　 30 上 35,500 28,500 7,980 　
　 40 ～ 　 　 0 　

中直 12 ～ 14 13,000 9,500 2,660 　
込 16 ～ 22 16,000 15,000 4,200 　
込 24 ～ 28 16,500 13,500 3,780 　

　 　12 下　 360 300 　 一本売り

す
ぎ

3.0 　 18 ～ 22 9,500 8,000 2,240 　
　 24 ～ 32 7,000 6,000 1,680 　

4.0

込直 16 ～ 18 7,000 6,500 1,820 　
込直 20 ～ 22 8,000 7,500 2,100 　
　 24 ～ 28 13,000 11,500 3,220 　
　 30 上 17,500 13,500 3,780 　

か
ら
ま
つ

3.0 込 14 ～ 22 4,500 4,000 1,120 　

4.0

込 12 ～ 14 4,500 4,000 1,120 　
込 16　 6,000 5,000 1,400 　
込 18 ～ 28 12,500 10,000 2,800 　
直 30 上　 15,500 11,500 3,220 　

小曲り 14 ～ 30 5,000 4,000 1,120 　
直 12 下　 320 270 76 一本売り

さくら 3.0 　 24 ～ 36 43,300 25,000 7,000 　
あかまつ 4.0 　 36 ～ 48 12,900 10,500 2,940 　
総�評
良材の出荷が増え応札活発。
ひのきは良材に応札集中。価格はやや上昇。
すぎ、応札活発。価格はやや上昇。
からまつ引き合いあり価格は横ばい。　
広葉樹良材に応札あり、出荷量は少ない。
引き続き出荷の協力をよろしくお願いいたします。

第 529 回　木材共販市況表

樹
種

長さ
( ｍ ) 規格 末口

(ｃｍ )
高値

( 円 / ㎥ )
中値

( 円 / ㎥ ) 備　考

ひ
の
き

3.0

直 14 ～ 16 14,000 12,000
直造材でお願いし
ます。

直 16 ～ 18 17,000 14,000
直 18 ～ 22 16,000 13,000
直 24 ～ 30 18,000 14,000

4.0

直 14 ～ 16 14,000 12,000

引き合いあり。直 16 ～ 18 15,000 12,000
直 18 ～ 22 18,000 13,000
直 24 ～ 30 18,500 13,000
元 44 61,000 （良材）良材に高値。元 66 350,000 （良材）

す
ぎ

3.0 直 14 ～ 16 10,000 6,000

需要あり。 直造材でお
願いします。

直 18 ～ 22 8,000 6,000

4.0
込 20 上 10,000 8,000
直 24 ～ 28 13,000 8,000
直 30 上 14,000 8,000

さわら 4.0 直 54 100,000 （良材） 良材に高値。

なら 2.0 直 48 60,000 安定的な需要あり。4.0 込 14 ～ 28 17,000 12,000
くるみ 4.6 直 36 上 36,000

良材に高値。
けんぽなし 3.6 直 44 41,000

くり 4.0 直 18 ～ 34 63,000 16,000
2.6 直 48 75,000

ほう 4.6 直 36 34,000

あかまつ 4.0 直 50 上 16,000 12,000 需要あり。直 18 ～ 36 13,000 12,000

からまつ 4.0 直 46 上 34,000 （良材）
価格、数量、短期で変動あり。込 20 上 12,000 10,000

5.0 込 38 上 24,000 （良材）
出品量 2,068 ㎥　販売量 2068 ㎥　落札率 100.0 %　買い方 44 社
　今回、当センターの周年記念市にご協力していただきありがとうございました。お陰様で活発
な市売りを開催することができました。ひのき元玉、さわらに高値が付きまた、広葉樹の良材に
も応札数が多く記念市らしい市売りとなりました。これから伐期を迎えるひのき、あかまつ、広
葉樹に関して造材等ご相談がありましたら当センターへお問い合わせください。出材には合法認
定業者の登録をお願いするとともに出材時にはその都度、合法認定番号及び伐採地と伐採箇所
を詳しく記載した納品書及び伐採届の提出をお願いします。（＊安全のため荷下ろし、積込みの
際には車止め、またヘルメットの着用をよろしくお願いします。）

第 1047 回 市況表 
（令和 2 年 11 月 17 日実施）

Tel 0265-72-2684　　Fax 0265-76-8759
長野県森林組合連合会　伊那木材センター

樹
種

長さ 
( ｍ ) 規格 末口 

(ｃｍ )
高値 

( 円 / ㎥ )
中値 

( 円 / ㎥ ) 備　考

す
ぎ

3.0 直 16 ～ 18 11,000 7,000
価 格 前 回 同 等。 
荷動きあり。4.0

直 20 ～ 28 12,000 9,000
直 30 上 15,000 10,000

ひ
の
き

3.0 直 20 上 17,000 12,000 柱、 土 台 取 り
安 定 し た 需 要。 
30 上 直 材 引き合
いあり。

4.0 
直 18 ～ 28 17,000 13,000
直 30 上 21,000 14,000

か
ら
ま
つ

4.0

込 　6 ～ 13 12,000 8,000

価 格 や や 回 復。 
荷動き復調。

直 14 ～ 18 12,000 9,000
直 20 上 14,500 13,000
曲 14 ～ 18 11,000 9,000
曲 20 ～ 40 12,000 11,000

あかまつ 4.0 ～ 8.0 込 26 ～ 52 30,000 12,300 需要期迎える。
けやき 2.0 ～ 6.4 一本 20 ～ 74 131,000 20,000

良 材 に 高 値。 
応札活発。

さくら 2.0 ～ 4.4 込 20 ～ 56 42,000 20,000
くり 2.0 ～ 6.0 込 20 ～ 40 41,000 20,000
なら 2.0 ～ 4.0 込 20 ～ 56 24,000 13,000
くるみ 2.0 ～ 4.0 込 20 ～ 36 32,000 　
きり 2.0 ～ 4.0 込 32 ～ 70 143,500 　
いちょう 2.0 ～ 4.0 込 42 ～ 58 49,000 　
いちい 1.8 一山 20 ～ 46 56,000 　 良材に高値。

出品量 7,149 ㎥　販売量 4,734 ㎥　落札率 66.2 %　買い方 52 社
　中信木材センター開設 58周年記念市にあたり、多量のご出荷をいただきまして誠にありがと
うございました。ひのき、広葉樹を中心に多様な材が集まり、コロナ禍の中ではありましたが活
気のある記念市らしい内容となりました。大径材など良材に高値が付き、応札も活発でした。なら・
くり・さくら・くるみは堅調な需要を維持しています。針葉樹合板用材は価格、納材量ともに復
調しつつあります。一般製材用や土木用材は地場での需要が堅調です。
【当連合会は合法木材に取り組んでおります】
　合法木材供給事業者の認定を取得し、出荷時には合法的に伐採された木材であることのコメ
ントと合法木材認定番号が記載された納品書の提出をお願いします。

第 1049 回 市況表 
（令和 2 年 11 月 16 日実施）

Tel 0263-77-2347　 Fax 0263-77-2349
長野県森林組合連合会　中信木材センター

出品量 700m3・買い方 17・落札率 98％

（令和 2 年 11 月 26 日実施）

樹
種

長さ　　　　　　
( ｍ )

規
格

末口　　　　　
(ｃｍ)

高値 
(円/㎥)

中値　　　　 
(円/㎥) 備　考

す
ぎ

3.0 直 16 ～ 18 12,000 8,000 　
直 20 上 13,000 10,000 　

4.0

込 　8 ～ 3 5,500 4,500 　
直 14 ～ 20 12,500 9,000 　
直 22 ～ 28 13,000 10,000 需要あり 出品願います。
直 30 上 14,000 11,000 需要あり 出品願います。
曲 14 ～ 18 8,000 5,500 　
曲 20 上 9,000 6,000 　

か
ら
ま
つ

4.0

込 　6 ～ 3 11,000 6,000 杭材のみ需要あり。
直 14 ～ 18 12,000 9,000 　
直 20 上 18,500 12,000 需要あり 出品願います。
曲 14 ～ 18 6,000 5,000 　
曲 20 上 12,000 11,000 　
直 40 上 23,000 15,000 高齢級材に高値

5.0 ～ 6.0 直 40 ～ 50 23,000 17,000 良材に高値
からまつ 4.0 直 44 36,000 28,000 信州プレミアムカラマツ

ひのき 4.0 直 26 ～ 36 18,000 15,000 需要あり。
曲 28 ～ 32 15,000 12,000 需要あり。

さくら 2.0 直 50 55,000 　 需要あり。

くり 4.2 小
曲 38 55,000 　 需要あり。

ひば 4.0 曲 48 42,000 　 　
けやき 3.4 直 50 50,000 　 一本単価

すぎ 5.0 直 78 64,000 　 高齢級
直 92 150,000 　 高齢級

出品量 9,038 ㎥　販売量 7,339 ㎥　落札率 81.2 %　買い方 59 社
　開設 62周年を迎え、多くの方にご来場、ご入札いただき記念市を盛況に開催することができ
ました。ひとえに、出荷していただいた皆様のおかげであり、心より感謝申し上げます。　内
容としては、飯縄山国有林から高齢級カラマツ・ヒノキ・信州プレミアムカラマツ、民有林から、
カラマツ良材、及びスギの大径良材（5ｍ）が出品され又、広葉樹についても、クリ、サクラ、
を中心に多種多様の出品をいただき、総じて高値取引ができました。需要は漸く復調の兆しが
見え始め、途端に材不足の様相を呈してまいりました。次回は納市となります。引き続き出品下
さいますよう宜しくお願い致します。
【お願い】合法認定事業者の登録をお願いするとともに、出荷時にはその都度必ず（合法認定
番号及び「合法木材である」コメントを記載した内容の）納品書の提出をお願いします。

第 1081 回 市況表 
（令和 2 年 11 月 18 日実施）

Tel 026-295-5546　Fax 026-295-5547
長野県森林組合連合会　 北信木材センター

飯伊森林組合木材共販所


